
ジャンル 著者 タイトル 雑誌 巻号 出版年
国際宇宙法⼀般 ⻘⽊節⼦ 宇宙 法学教室 234 2007

国際宇宙法⼀般 ⻘⽊節⼦ 宇宙の国際協⼒と⽇本の貢献 ⽇本マイクログラビティ応⽤学会誌 23(4) 2006

国際宇宙法⼀般
⻘⽊節⼦
佐藤雅彦

宇宙法とはなにか ⽇本航空宇宙学会誌 53(617) 2005

国際宇宙法⼀般 ⼩菅敏夫 宇宙開発利⽤における秩序 学術の動向 10(9) 2005

航空法 柴⽥伊冊 宇宙空間の法構造への⺠間航空の浸透に関する⼀考察 ⼈⽂公共学研究論集 44 2022

海洋法、航空法 中村仁威
宇宙法体系の基本的な性格に関する試論

─海洋法及び航空法との⽐較─
早稲⽥法学 96(3) 2021

領空通過 ⼭⼝達也
宇宙物体としての航空宇宙機 (Aerospace Vehicles)のアク

セス権に関する研究
博⼠論⽂（⽴命館⼤学） 2019

領空通過 松掛暢 宇宙物体の外国領空を通過する権利とその必要性 阪南論集社会科学編 54(1) 2018

領空通過 相原素樹
宇宙空間へのアクセスと宇宙物体の領空通航に関する⼀

考察
空法 57 2016

宇宙と空の境界 松掛暢 宇宙空間の境界画定問題における最近の動向 阪南論集社会科学編 50(2) 2015

航空法 ⼭⼝達也
航空法および宇宙法間に存在する特性上の相違点と課題

: 基本原則の検討を中⼼として
⽴命館国際関係論集 14 2014

空間、軌道エレ
ベータ

甲斐素直 宇宙エレベータ法，その海法，空法及び宇宙法との関係 宇宙科学技術連合講演会講演集 57 2013

航空法 ⽥中穂積
スペースプレーンと国際法 : ハイブリッド⾶翔体がもた

らす国際法上の諸問題
札幌法学 21(1) 2009

航空法 名和⼩太郎 領空か 宇宙空間か 情報管理 50(5) 2007

[2005-2023] 宇宙法論文リスト

空間

管轄権、責任
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責任
⻄⽥哲
武藤義⾏

クロスウェイバー条項の法適合性・合理性の再考察 宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

責任  坂⼝滉季
宇宙物体の⼤気圏再突⼊と地上被害に対処する法的・政

治的枠組みについて
法学新報 128(5・6) 2021

管轄権 菅⽥洋⼀
衛星登録の国際標準と軌道権益〜公的データセットの可

視化を通じて〜
研究 技術 計画 36(3) 2021

管轄権 春⼭昂⽃
親宇宙物体から分離・放出される⼦宇宙物体及び孫宇宙

物体の法的性格
宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

管轄権 渡邉亜希⼦ 衛星の軌道上売買を巡る論点 国際商事法務 46(3) 2018

管轄権 ⾼屋友⾥
公海上における衛星空中発射プロジェクトの国際動向と

国際法上の課題
宇宙科学技術連合講演会講演集 58 2014

責任 ⻘⽊節⼦ 衛星の所有権移転に伴う「打ち上げ国」の損害責任問題 空法 54 2013

責任 ⻘⽊節⼦
宇宙の探査・利⽤をめぐる「国家責任」の課題 : コスモ

ス2251とイリジウム33の衝突事故を題材として
国際法外交雑誌 110(2) 2011

責任 佐古⽥彰
宇宙物体登録実⾏における宇宙物体と国家の関係(⼆・
完) -宇宙条約6条の責任国・関係当事国に関する⼀考察-

商学討究 57(4) 2007

責任 佐古⽥彰
宇宙物体登録実⾏における宇宙物体と国家の関係 (⼀)-

宇宙条約 6 条の責任国・関係当事国に関する⼀考察
商学討究 57(2・3) 2006

責任 佐古⽥彰 宇宙条約6条第⼀⽂の「国際的責任」の意味 空法 46 2005

法源論、ソフト
ロー

清⽔翔 ソフトローの多様化と「ハードローとの連続性」 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

法源論、リモート ⽶⽥富太郎 " PRACTICE" についての法源論的考察 (2): リモートセン 中央学院⼤学社会システム研究所紀要 10(2) 2010

法源論
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法源論、リモート
センシング

⽶⽥富太郎
" PRACTICE" についての法源論的考察 (1): リモートセン

シングの国際法的規制を巡って
中央学院⼤学社会システム研究所紀要 8(2) 2008

ガバナンス ⽵内悠 持続可能な宇宙活動の規範的展開（その⼆） 宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

ガバナンス ⽵内悠 持続可能な宇宙活動の規範的展開 宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

規範形成
植⽥菜⼦
岩城陽⼤

宇宙活動の⻑期持続可能性(LTS)ガイドラインの基礎と
実践事例

宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

規範形成 佐藤雅彦
アルテミス・アコードの意義と今後の展望 ー有志国間
の合意規範による先⾏者利益の保護と国際社会の共通利

益のための普遍化への道程ー
宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

ガバナンス ⽵内悠 宇宙活動における「持続可能性」の規範的展開 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

規範形成 植⽥菜⼦
宇宙空間の安定的利⽤に関する国際ルールの主要論点−

『LTSガイドライン』の分析−
宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

規範形成 ⾼屋友⾥ 宇宙活動に関する法規範形成メカニズムの意義と課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

ガバナンス ⻘⽊節⼦ 宇宙ガバナンスの現在 課題と可能性 国際問題 684 2019

ガバナンス
⽵内悠
菊地耕⼀

新たな国際宇宙ガバナンスの構築 〜スペースデブリ低
減から持続可能な宇宙開発へ〜

宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

規範形成 橋本靖明 新たな法概念の可能性 −JSASS宇宙ビジョン2050検討の 宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

規範形成 岩下明弘 新たな宇宙事業への対応を考えた国内法政策について 宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

ガバナンス 森川聖⼦ 宇宙輸送事業におけるガバナンスに関する考察 宇宙科学技術連合講演会講演集 55 2011

サブオービタル
菊地耕⼀
⾼屋友⾥

商業宇宙港に関する法政策の国際動向とサブオービタル
法制度の展開

宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

有⼈宇宙⾶⾏ ⽯井由梨佳 宇宙有⼈⾶⾏と国際公法 法学教室 497 2022

有⼈宇宙⾶⾏、商
業利⽤

岩下明弘
商業的有⼈宇宙⾶⾏の実現に向けた法政策的課題に関す

る考察
宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

有⼈宇宙⾶⾏、宇宙ステーション、宇宙旅⾏、サブオービタル

規範形成、ガバナンス
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有⼈宇宙⾶⾏ 齋藤颯⼈ 「宇宙⾶⾏⼠」の法的地位とその規律の在り⽅に関して 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

宇宙旅⾏
ワキーン・テルセー

ニョ

世界の法律実務・遊歩録
第10回 宇宙旅⾏を計画しているなら，宇宙法を知るこ

と
ビジネス法務 20(9) 2020

ISS 福嶋雅彦
多極間有⼈宇宙協⼒と国際法

ー宇宙ビジネス時代における国際宇宙ステーション計画
の法制度分析ー

空法 61 2020

宇宙旅⾏ 笹岡愛美 宇宙旅客運送に関する航空・宇宙法上の論点 空法 58 2017

ISS 福嶋雅彦
「国際宇宙ステーション」計画の法制度に関する研究 :

法的クラスタリング分析の⼿法による「国際宇宙ステー
ション」計画の法制度分析

博⼠論⽂（早稲⽥⼤学） 2014

サブオービタル

税所⼤輔
⼩塚荘⼀郎
武井⼀浩
笹岡愛美
⽊下圭晃
杉⽥尚⼦
⽥⼝秀之
服部昭⼈

初期のサブオービタル機の事業化のための法制における
「準宇宙物体」概念導⼊について

宇宙科学技術連合講演会講演集 58 2014

ISS 福嶋雅彦

「宇宙条約体制」における私的主体の活動に関する⼀考
察--「国際宇宙ステーション」(International Space

Station:ISS)計画の法制度に係る商業利⽤の側⾯に着⽬し
ながら

⽴命館国際関係論集 11 2011
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ISS 齋藤洋
国際法制度形成⾏為としての宇宙基地協定に関する試論
的考察(平成16年度 退職記念号 浅野 裕司 教授 ⽔野 勝 教

授)

東洋法学 48(2) 2005

通信 新⾕美保⼦ 衛星コンステレーション時代の到来と衛星国際周波数 国際商事法務 46(5) 2018

リモートセンシン
グ

⼤島⽇向
衛星リモートセンシングデータに関する国内外の規律と

課題
情報法制研究 13 2023

リモートセンシン
グ

⻘⽊節⼦
衛星リモセン法：国内宇宙法，外国法制との⽐較の視点

から
⽇本リモートセンシング学会誌 41(2) 2021

リモートセンシン
グ

⼩塚荘⼀郎
2020年新設タスクフォース 衛星データ法制研究タスク

フォースの⽬的と課題
情報法制レポート 1 2021

リモートセンシン
グ

⼩塚荘⼀郎
寺⽥⿇佑

リモートセンシング衛星データの⽇本における利活⽤推
進政策の現状と法的課題

研究報告電⼦化知的財産・社会基盤
学会等報告原

稿
2021

リモートセンシン 栗⼭育⼦ 地球観測に関する国内調整メカニズムの発展 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

リモートセンシン
グ

⼩塚荘⼀郎
横⼭経通

衛星リモートセンシング事業と情報法 New Business Law 1127 2018

リモートセンシン
グ

新⾕美保⼦
衛星リモートセンシング法の概説と衛星データ活⽤の未

来
New Business Law 1109 2017

リモートセンシン
グ

⾏松泰弘
衛星リモートセンシング記録の適正な取扱いの確保に関

する法律（衛星リモセン法）の概要について
ジュリスト 1506 2017

リモートセンシン
グ

佐藤 耕平
⽂化遺産保護のための国際協⼒とリモート・センシング

利⽤の法的枠組みについて
法政論叢 50(1) 2013

リモートセンシン
グ

岩城陽⼤
篠宮元
福島佐保

⽇本におけるリモートセンシング法制の必要性について 宇宙科学技術連合講演会講演集 56 2012

通信

リモートセンシング
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リモートセンシン
グ

⻘⽊節⼦
リモートセンシングを取り巻く環境と動向 詳説 宇宙基

本法
⽇本リモートセンシング学会誌 31(2) 2011

リモートセンシン
グ

伊藤淳代 衛星リモートセンシング法の最新の動向 空法 52 2011

測位 ⼩塚荘⼀郎 測位衛星システム 国際商事法務 48(1) 2020

測位
⼩塚荘⼀郎
藤野将⽣
北永久

測位衛星システム（GNSS）から提供される情報の過誤
と⺠事責任

情報法制研究 2 2017

測位 新⽥浩司
GNSS(Global Navigation Satellite System)の法的問題に関

する⼀考察(3)
産業研究 43(1・2) 2007

測位 新⽥浩司
GNSS(Global Navigation Satellite System)の法的問題に関

する⼀考察(2)
産業研究 42(2) 2007

測位 新⽥浩司
GNSS(Global Navigation Satellite System)の法的問題に関

する⼀考察(1)
産業研究 42(1) 2006

衛星⼀般 井深⼤
ワンポイントで解説！技術と法の新世界

最終回 宇宙
ビジネス法務 23(2) 2023

安全保障 ⻘⽊節⼦ 宇宙安全保障と国際法 国際問題 716 2023

安全保障、武⼒紛
争法

⽯井由梨佳 国際的武⼒紛争における軌道上⼈⼯衛星の保護 国際法外交雑誌 122(1) 2022

安全保障、武⼒紛
争法

岩本誠吾
先端科学技術と武⼒紛争法規制: オスロ・マニュアルを

素材として
京都産業⼤学世界問題研究所紀要 37 2022

安全保障、武⼒紛
争法

清⽔翔
環境保護から⾒たASAT―「宇宙戦争」時代の国際宇宙

法―
宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

その他の衛星関係

安全保障

測位
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安全保障 ⼤沼和広 ENMOD条約の宇宙空間への適⽤可能性に関する考察 国際法研究 8 2020

安全保障、サイ
バー、通信

⾼屋友⾥
サイバーテロリズムの防⽌―通信活動における『有害な

⼲渉禁⽌原則』の観点より
早稲⽥⼤学社会安全政策研究所紀要 11 2019

安全保障 ⼤沼和広
国際宇宙法における「宇宙兵器」規制の現状および問題

点について
鵬友 44(2) 2018

安全保障、サイ
バー

⻘⽊節⼦
宇宙資産に対するサイバー攻撃に適⽤可能な国際法の検

討
国際法外交雑誌 115(4) 2017

安全保障、軍縮、
ソフトロー

杉村拓哉
宇宙空間における軍縮とソフトロー : ASAT兵器規制の

観点から
法學政治學論究 : 法律・政治・社会 113 2017

安全保障 ⻘⽊節⼦
作戦領域としてのサイバー空間への武⼒⾏使、武⼒攻撃

の主体認定の基準
国際情勢 82 2012

安全保障、軍縮 ⾼屋友⾥
弾道ミサイル不拡散レジームの履⾏確保制度に関する⼀

考察
早稲⽥法学 87(3) 2012

安全保障 ⾦⽃煥 北朝鮮のミサイル問題と我が対抗戦略 中央学院⼤学社会システム研究所紀要 11(2) 2011

安全保障、軍縮 ⻘⽊節⼦ 宇宙兵器配置防⽌等をめざすロ中共同提案の検討 国際情勢 80 2010

安全保障、憲法 ⻘⽊節⼦ ⾃衛隊の衛星利⽤：憲法による制約の考察 国際情勢 79 2009

安全保障、平和利
⽤、宇宙基本法

稲原泰平 宇宙基本法 (2008.8. 27 施⾏) の国際法上の意義 ⾦沢星稜⼤学論集 42(2) 2008

安全保障、平和利
⽤、法解釈論

⽶⽥富太郎 平和利⽤原理: 法原理解釈のポイントについての⼀考察 中央学院⼤学社会システム研究所紀要 8(1) 2007

安全保障、中⽴法 ⻘⽊節⼦
宇宙の軍備管理の現状−商⽤衛星に対する中⽴法規適⽤

の可能性−
法學研究 78(5) 2005

安全保障 ⻘⽊節⼦
適法な宇宙の軍事利⽤決定基準としての国会決議の有⽤

性
総合政策学ワーキングペーパーシリーズ 68 2005
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安全保障 ⻘⽊節⼦ 宇宙の軍事利⽤を規律する国際法の現状と課題 総合政策学ワーキングペーパーシリーズ 67 2005

デブリ 松⽥芳和
スペースデブリの発⽣防⽌に関する宇宙条約第9条の規

律―従来の学説の再検討
環境法政策学会誌 2023(26) 2023

デブリ、ADR ⽯井由梨佳 宇宙デブリ除去に関する国際法上の評価 空法 62 2022

デブリ、環境法 堀⼝健夫 スペースデブリで問われる宇宙の環境法 法学教室 497 2022

デブリ 坂⼝滉季
宇宙物体の意図的破壊に対する法的規制：合意形成を妨

げる要因の分析
法学新報 129(1・2) 2022

デブリ、環境  坂⼝滉季
宇宙環境問題としてのスペースデブリ問題  : 法的・政治

的環境からの予備的考察
法学新報 128(9) 2022

原⼦⼒電源 ⾼屋友⾥ 宇宙活動における原⼦⼒電源の利⽤と国際規制枠組み 宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

デブリ 松⽥芳和
宇宙活動法における国連スペースデブリ低減ガイドライ

ンの実施の意義 : 宇宙条約の規律形成とその課題
環境と公害 51(1) 2021

デブリ
⽵内悠（パネリス

ト）
法政策的⾒地からのデブリ対策に対する産学官の役割

宇宙航空研究開発機構特別資料: 第9回ス
ペースデブリワークショップ講演資料集

学会等報告原
稿

2021

デブリ、STM ⾼屋友⾥
宇宙空間の安定的利⽤に関する国際ルールの主要論点−

『LTSガイドライン』の分析−
宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

デブリ、ADR
重⽥⿇紀⼦
⼩塚荘⼀郎

デブリ除去事業者の⺠事責任 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

デブリ、責任 中村仁威 スペースデブリと宇宙諸条約上の損害責任の制度 早稲⽥法学 95(3) 2020

デブリ
坂本⾹⼦
堀川康
加藤明

スペースデブリ問題に関する国際社会の取り組み  ―プ
レーヤーの多様化に伴う議論の変遷について―

宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

デブリ、環境、STM
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STM ⽵内悠
国際宇宙交通管理(STM)レジームによる国際宇宙ガバナ

ンス確⽴の必要性
法學政治學論究 : 法律・政治・社会 120 2019

STM ⽵内悠 宇宙交通管理（STM）とは何か 国際商事法務 46(9) 2018

STM ⽵内悠 宇宙交通管理のための法的課題 空法 55 2014

環境 堀川康 国連宇宙空間平和利⽤委員会の活動と宇宙環境保全 宇宙科学技術連合講演会講演集 57 2013

デブリ ⼩塚荘⼀郎
スペースデブリ（宇宙ごみ）から⽣ずるリスクへの制度

的対応
損害保険研究 75(3) 2013

デブリ 岩城陽⼤
国際法上の宇宙活動の⾃由 ―デブリ低減のための法制

度構築にむけて―
宇宙科学技術連合講演会講演集 55 2011

SSA ⻘⽊節⼦
宇宙の⻑期的に安全な利⽤のための宇宙状況認識

（SSA)の現状と課題
国際情勢 81 2011

デブリ、ASAT実
験

松掛暢 中国による⾃国衛星の破壊と宇宙条約 阪南論集社会科学編 43(2) 2008

宇宙資源、⽉⾯開
発

⼤島⽇向
本間由美⼦
⼭崎臨在

Introduction 宇宙ビジネス
第３回 ⽉開発ビジネスとルール
――⼈類は再び⽉を⽬指す（後編）

ビジネス法務 23(11) 2023

宇宙資源、⽉⾯開
発

⼤島⽇向
本間由美⼦
⼭崎臨在

Introduction 宇宙ビジネス
第２回 ⽉開発ビジネスとルール
――⼈類は再び⽉を⽬指す（前編）

ビジネス法務 23(10) 2023

宇宙資源 ⼭⼝達也 天体の利⽤を巡る専有禁⽌の原則の制度化 ⽴命館⼤学⼈⽂科学研究所紀要 131 2022

宇宙資源 佐藤雅彦 宇宙探査と宇宙資源開発の法 法学教室 497 2022

宇宙資源 ⼩塚荘⼀郎（司会） 宇宙探査と宇宙資源開発 ジュリスト 1571 2022

宇宙資源 中村真也 ⽉探査の現在―宇宙資源をめぐる動向―
国⽴国会図書館

調査と情報―ISSUE BRIEF―
1169 2022

宇宙資源、⽉⾯開発
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宇宙資源 清⽔翔 宇宙資源開発と宇宙条約―私権付与の法的構造を中⼼に
―

宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

宇宙資源
⼩林鷹之
⼤野敬太郎

宇宙資源法の背景・⽬的・内容 New Business Law 1203 2021

宇宙資源 ⼩塚荘⼀郎 国際的に⾒た宇宙資源法の意義 New Business Law 1203 2021

宇宙資源 ⾦⽃煥
⽉、⽕星、⼟星、⼩惑星その他の天体にある天然資源採
掘に必要な国際宇宙機関の創設と⽉協定の問題点および

解決の⽅策
空法 61 2020

⽉⾯開発 佐藤雅彦 ⽉・惑星探査と国家管轄権 宇宙科学技術連合講演会講演集 64 2020

宇宙資源 杉浦卓弥
宇宙資源開発の合法性をめぐる国際宇宙法の認識枠組み
-アメリカ  「宇宙資源探査利⽤法」(2015 年) を契機とし

て
法学研究論集 53 2020

宇宙資源 ⽔野素⼦ 宇宙資源開発利⽤に関する法政策 宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

⽉⾯開発
北村尚弘
佐藤雅彦

⽉・⽕星等への基地の建設 宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

宇宙資源 ⽔島淳
国内外の動向から⾒る宇宙資源開発に関する

法的論点
空法 60 2019

宇宙資源 ⾼屋友⾥
宇宙資源の『利⽤』に関する国際レジームの形成過程と

法的課題
宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

⽉⾯開発 河合利修 国際法における⽉の法的地位とその開発 空法 58 2018

宇宙資源 ⾼屋友⾥ 国際宇宙探査にかかる法政策の現状と課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

宇宙資源 ⾼屋友⾥ 宇宙資源探査利⽤に関する国際規制の可能性と課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

宇宙資源 藤井康次郎 宇宙資源開発をめぐる法的問題と国際動向 国際商事法務 46(7) 2018

宇宙資源
中⾕ 和弘
⽶⾕ 三以

宇宙資源開発をめぐる動向と法的課題 ジュリスト 1506 2017
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宇宙資源

中⾕和弘
⽶⾕三以
藤井康次郎
⽔島 淳

宇宙資源開発をめぐる動向と法的課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 61 2017

⽉⾯開発 ⽔野素⼦
⽉探査の法的枠組に関する⼀考察―ISSとの⽐較分析を

もとに―
宇宙科学技術連合講演会講演集 61 2017

宇宙資源 ⾼屋友⾥ ⺠間企業による宇宙資源の『利⽤』に関する法的考察 宇宙科学技術連合講演会講演集 61 2017

宇宙資源
⽔島淳

藤井康次郎
伊⾖明彦

宇宙資源開発に関する法研究会報告書 ⻄村⾼等法務研究所(NIALS) 2016

宇宙資源 ⾼屋友⾥ ⼩惑星資源の利⽤における国際法上の制約 宇宙科学技術連合講演会講演集 60 2016

宇宙資源 ⻘⽊節⼦ 宇宙開発利⽤と国内法 論究ジュリスト 19 2016

宇宙資源 ⾼屋友⾥ ⼩惑星資源探査利⽤に関する法的課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 59 2015

⽉⾯開発 ⻘⽊節⼦ ⽉を開拓するための法制度−現状とこれから ⼟⽊學会誌 93(2) 2008

軌道上サービス 重⽥⿇紀⼦
軌道上サービスに起因する第三者賠償責任を

めぐる法的課題
空法 63 2023

軌道上サービス 岩下明弘
軌道上サービスにおける損害賠償責任の所在と政府補償

の在り⽅
宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

軌道上サービス 岩城陽⼤ 宇宙交通管理の国際的規範形成と⺠間事業者の役割 宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

軌道上サービス 岩本彩
デュアル・ユース技術と宇宙活動の透明性・信頼の確

保：⺠間軌道上サービス企業の視点から
宇宙科学技術連合講演会講演集 66 2022

軌道上サービス 重⽥ ⿇紀⼦ 軌道上サービスと⺠事責任に関する政策課題 宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

軌道上サービス、
規範形成

菊地耕⼀
宇宙活動の規範とルールの形成アプローチの考察 −軌

道上サービスに共通に適⽤するルールの含意−
宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

軌道上サービス

その他の商業利⽤
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商業利⽤
⽑阪⼤佑
岩下明弘
北村尚弘

Introduction 宇宙ビジネス 第5回 打上げビジネスと法規
制 ―さまざまな打上げ⼿法と⼿続規制の概要

ビジネス法務 24(2) 2023

商業利⽤
岩下明弘
⽑阪⼤佑
北村尚弘

Introduction 宇宙ビジネス
第４回 打上げビジネスとルール

――打上げ契約の特殊性と事故発⽣時の賠償責任
ビジネス法務 24(1) 2023

商業利⽤ ⼤島⽇向
Introduction 宇宙ビジネス

第１回 宇宙ビジネスと宇宙法の現在地
ビジネス法務 23(9) 2023

商業利⽤ ⿊根祥⾏ 宇宙ビジネスの拡⼤と宇宙法整備の必要性 甲南法務研究 18 2022

商業利⽤ 新⾕美保⼦ 宇宙ビジネスの実務 法律のひろば 74(4) 2021

商業利⽤ ⼩塚荘⼀郎 宇宙開発利⽤の今後と法的課題 法律のひろば 74(4) 2021

商業利⽤ 新⾕美保⼦
実務家から⾒た宇宙ビジネスをめぐる近時の動きとその

影響
New Business Law 1203 2021

商業利⽤ ⼩塚荘⼀郎 宇宙ビジネス法の将来 国際商事法務 48(9) 2020

商業利⽤、サイ
バー

⻘⽊節⼦ サイバーセキュリティと宇宙ビジネス 国際商事法務 48(5) 2020

商業利⽤ 新⾕美保⼦
世界の宇宙ビジネス法(第15回)世界のスペースポートと

スペースポートジャパンの取組み
国際商事法務 48(3) 2020

商業利⽤ ⼩塚荘⼀郎 宇宙ビジネス法の構造と課題 国際私法年報 21 2020

商業利⽤、ISS ⻘⽊節⼦ 国際宇宙ステーションをめぐる宇宙ビジネスの可能性 国際商事法務 47(3) 2019

商業利⽤
⼩名⽊俊太郎
猿渡 馨

6tech法務の新潮流
第５回 Frontier Tech

ビジネス法務 18(7) 2018

商業利⽤ ⼩塚荘⼀郎 宇宙ビジネス法とは何か 国際商事法務 45(11) 2017

商業利⽤ 宇賀克也（司会） 宇宙ビジネスをめぐる現状と課題 ジュリスト 1506 2017

商業利⽤ 南諭⼦ 宇宙商業化の進展と宇宙条約体制 ジュリスト 1409 2010

商業利⽤ ⻘⽊節⼦ 商業利⽤時代の国際宇宙法 ⾃由と正義 60(2) 2009
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商業利⽤ ⼩塚荘⼀郎 宇宙ビジネスの展開が必要とする法制度の整備 上智法学論集 49(3・4) 2006

知財 ⼩林正和
宇宙法 : 宇宙空間における知的財産の保護を理解するた

めに
パテント 76 (3) 2023

知財 皆川健太 宇宙開発を取り巻く状況とJAXAの知的財産活動 パテント 76(3) 2023

知財 星諒佑 宇宙ビジネスと特許権 パテント 76(3) 2023

知財
伊藤 健太郎
佐藤 宏樹

宇宙関連特許の紹介 パテント 76(3) 2023

知財
伊藤健太郎、
新⾕美保⼦

⽇本における最新の宇宙ビジネス現状と宇宙ビジネスに
おける知財戦略

知財管理 70(6) 2020

知財 伊藤健太郎 宇宙で実施される発明の特許による保護 パテント 72(12、別冊
22)

2019

知財 秋⼭誠 我が国の宇宙産業において重要性を増す知財戦略 パテント 72(3) 2019

知財 川井孝之
宇宙産業と宇宙航空研究開発機構（JAXA）における知

財活⽤の取り組み
パテント 72(3) 2019

⾦融法
⼩塚 荘⼀郎
宮城 健太郎

宇宙ビジネスとファイナンス 国際商事法務 47(1) 2019

⾦融法 ⼩塚 荘⼀郎
宇宙資産上の国際担保権の登録システム――ケープタウ

ン条約宇宙資産議定書と登録規則――
⽴命館法学 363・364 2016

⾦融法 ⼩塚荘⼀郎
宇宙ファイナンス法の新局⾯――ケープタウン条約宇宙

資産議定書の活⽤可能性――
千葉⼤学法学論集 30(4) 2016

⾦融法 ⼩塚荘⼀郎
宇宙産業のための法と経済学

――ケープタウン条約宇宙資産議定書の採択を控えて
学習院⼤学法学会雑誌 47(2) 2012

⾦融法 ⼩塚荘⼀郎 ケープタウン条約宇宙資産議定書の意義と残された課題 学習院法務研究 3 2011

⾦融法

知的財産法
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⾏政法 原⽥⼤樹 ⾏政法学から⾒た宇宙法 法学教室 497 2022

宇宙⼆法 笹岡愛美 ⽇本の宇宙法制〜宇宙⼆法の成⽴を振り返る〜 法律のひろば 74(4) 2021

国際私法 増⽥史⼦ 宇宙活動と国際私法 国際商事法務 48(7) 2020

その他国内法 奥野真 我が国における宇宙活動に関する法制の整備について 空法 59 2018

宇宙活動法 ⾏松泰弘 宇宙活動法の施⾏について 宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

責任、保険 篠宮元
「⽉その他の天体を含む宇宙空間」の活動に由来する第

三者賠償責任についての考察−準拠法を中⼼に−
宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

宇宙⼆法 ⻘⽊節⼦ 宇宙法の動向：宇宙２法を中⼼に 宇宙科学技術連合講演会講演集 61 2017

宇宙活動法
⽔島淳
藤⽥唯乃

宇宙活動法と今後の宇宙ビジネスにおける視点 会社法務A2Z 2017年10⽉号 2017

宇宙活動法 ⾏松泰弘
⼈⼯衛星等の打上げ及び⼈⼯衛星の管理に関する法律

（宇宙活動法）の概要について
ジュリスト 1506 2017

宇宙活動法 宇賀克也 宇宙活動法における損害賠償制度の検討 ジュリスト 1506 2017

宇宙⼆法
内閣府宇宙開発戦略

推進事務局

宇宙2法（⼈⼯衛星等の打上げ及び⼈⼯衛星の管理に関
する法律、衛星リモートセンシング記録の適正な取扱い

の確保に関する法律）の制定について
New Business Law 1093 2017

宇宙⼆法
⼩塚荘⼀郎
⻘⽊節⼦

宇宙2法の背景と実務上の留意点 New Business Law 1090 2017

宇宙⼆法
⼩塚荘⼀郎
⽔島淳

新⾕美保⼦
宇宙2法が開く宇宙ビジネス法務のフロンティア New Business Law 1089 2017

責任 ⼩塚荘⼀郎
特殊な活動に関する無過失責任法制

宇宙活動法案と原賠法からの理論的反省
私法 2017(79) 2017

国際法との抵触 篠宮元
宇宙活動に関する国際法規範の抵触と国内法の役割につ

いての試⾏的考察
宇宙科学技術連合講演会講演集 61 2017

その他国内法
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国内法 ⻘⽊節⼦ 宇宙開発利⽤と国内法 論究ジュリスト 19 2016

その他国内法 ⻘⽊節⼦ 宇宙の輸出管理 CISTECジャーナル 2016年3⽉号 2016

国際私法 増⽥ 晋 宇宙活動と国際私法による考察 慶應法学 15・16 2010

宇宙基本法 森浩久 宇宙基本計画の策定とその後の取組 ジュリスト 1393 2010

宇宙基本法 松掛暢
宇宙基本法と⽇本の宇宙開発利⽤―宇宙条約の視点とと

もに―
阪南論集社会科学編 45(1) 2009

宇宙基本法 ⻘⽊節⼦ 宇宙基本法 ジュリスト 1363 2008

アメリカ ⻘⽊節⼦
⽶国の現状から考える

⽇本における宇宙ビジネス法整備の展望
ビジネス法務 22(2) 2022

アメリカ、欧州 永井雄⼀郎
⺠間宇宙事業の促進に向けた政策課題の検討 - 国際⽐較

の観点から
宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

アメリカ

⼩塚 荘⼀郎
藤野 将⽣
濱⽥ 祥雄
野村 遥祐

⽶国の州法による宇宙活動の促進 国際商事法務 47(11) 2019

イギリス 増⽥史⼦ 英国の宇宙ビジネスと法 国際商事法務 47(9) 2019

ニュージーランド 笹岡愛美 打ち上げビジネスを⽀えるニュージーランド宇宙活動法 国際商事法務 47(7) 2019

フランス
⽊下 圭晃
⾕⼝ 富貴

フランス宇宙活動法 国際商事法務 47(5) 2019

欧州 ⾕瑞希 欧州における宇宙分野の公共調達 国際商事法務 46(11) 2018

アメリカ ⼩塚荘⼀郎 宇宙活動に関する⽶国の連邦法 国際商事法務 46(2) 2018

アメリカ、輸出⼊
管理

髙⽊綾
技術貿易をめぐる国内政治プロセス  : ⽶国の対中商⽤⼈

⼯衛星の輸出規制に内在する安全保障と経済
国際政治 2015 (179) 2015

地域別
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アメリカ ⻘⽊節⼦
⽶国宇宙法の発展と三つの⻑期的課題（翻訳）−最初の
半世紀を振り返って ジョアンヌ・イレーネ・ガブリノ

ヴィッツ
法學研究 84(8) 2011

アメリカ、輸出⼊
管理

髙⽊綾
⽶国における両⽤技術としての商⽤⼈⼯衛星の輸出規制

と中国--安全保障と経済のはざまで
⼆松学舎⼤学國際政経論集 16(16) 2010

ロシア 岩澤聡 ナビゲーション活動法の制定 ジュリスト 1377 2009

ドイツ 渡邉⻫志 衛星データ安全法 ジュリスト 1356 2008

韓国 ⾦⽃煥 韓国における新しい宇宙関係法の主な内容と課題 空法 49 2008

アメリカ ⽶⽥富太郎
「宇宙条約」の「事実上の改定」と⽶国の宇宙商業化政

策
中央学院⼤学社会システム研究所紀要 6(2) 2006

その他

岡⽥浩樹
⽴花幸司
清⽔順⼀郎
樋⼝清司

平和な宇宙のための法と徳―カントとアリストテレスの
視点―

インターカルチュラル 21 2023

書評 新⾕美保⼦ 書評 中村仁威著 宇宙法の形成 ジュリスト 1588 2023

書評 横井⼀⾺ 書籍『世界の宇宙ビジネス法』⼩塚荘⼀郎，他編著 国際商事法務 50(2) 2022

SDGs ⼩塚荘⼀郎 宇宙法政策とSDGs 宇宙科学技術連合講演会講演集 65 2021

教育 ⽵内悠 宇宙法政策の形成過程における法律家の役割 法律のひろば 74(4) 2021

歴史、規範形成 ⽔野素⼦ 宇宙探査に係る法の歴史と展望 宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

歴史、規範形成 落合美佳 国連と宇宙探査 宇宙科学技術連合講演会講演集 62 2018

歴史 菊地耕⼀
宇宙活動と法政策の歴史と展望 −1980年代を振り返る

−
宇宙科学技術連合講演会講演集 63 2019

その他
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その他 ⾨脇邦夫
国際法形成過程における地理情報の影響と重
要性に関する研究―宇宙に関する国際法地理

学形成のために―

東洋法学 59(2) 2016

歴史 堀川康 国連における宇宙法の歴史・現状・今後 宇宙科学技術連合講演会講演集 60 2016

歴史 内冨素⼦ ⽇本の宇宙法の歴史と展望 宇宙科学技術連合講演会講演集 60 2016

その他 ⻘⽊節⼦
宇宙法分野における慶應義塾⼤学とJAXA の連携活動:

最初の5年間を振り返って

宇宙航空研究開発機構特別資料: ⼈⽂・
社会科学研究活動報告集: 2015年までの

歩みとこれから
2016

軌道エレベータ 甲斐素直 宇宙エレベータ法,その海法,空法及び宇宙法との関係 ⽇本航空宇宙学会誌 61(8) 2015

その他 福嶋雅彦
宇宙法研究の進展と今⽇的意義に関する⼀考察: 宇宙開

発活動の推進と制御の 2 側⾯に着⽬しながら
⽴命館国際研究 24(3) 2012

教育 松永卓也 模擬裁判から宇宙へ ⽇本航空宇宙学会誌 58(679) 2010

紛争処理 ⾦⽃煥  国際航空宇宙裁判所の設⽴可能性に関する考察 中央学院⼤学社会システム研究所紀要 10(2) 2010

教育 ⻘⽊節⼦ 宇宙利⽤進展に向ける教育界の責務 KGK Journal 44(2) 2009
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